
 

 

令和５年度 東郷町図書館協議会会議録 

 

１ 開催日時 

  令和５年５月 18 日（木）午後２時から午後３時１５分まで 

２ 開催場所 

  東郷町役場３階 政策審議会室 

３ 出席委員 

  加藤正春、制野司、福嶋智子、平野恵明、長谷川光巨、福井愛弓、 

加藤英美、近藤真琴 

４ 欠席委員 

  なし 

５ 事務局 

  教育部長、生涯学習課長、課長補佐 

６ 指定管理者 

  東郷町施設サービス株式会社 図書館長、図書副館長、チーフ 

７ 傍聴者 

  なし 

８ 会議内容 

⑴ あいさつ 

⑵ 委嘱状交付 

⑶ 議題 

  ア 令和４年度 図書館事業実績報告について 

  イ 令和５年度 図書館の運営について 

⑷  その他 

９ 会議記録 

  別紙のとおり 



 

 

会議の内容 

 

１ あいさつ（教育部長） 

本日は、お忙しい中、御出席いただき、また、図書館協議会の委員をお引き受けく

ださいまして、誠にありがとうございます。 

平成２５年度から指定管理者制度を導入しており、今年で１１年目を迎えます。 

コロナ禍においても、様々な感染症対策を講じた上で、図書館に出かけて来ること

が難しい方たち向けの「図書の宅配サービス」や、「図書ポイント制度の導入」、そ

の他「ぬいぐるみのお泊り会」など、様々な新しいサービスを取り入れ、利用者の皆

様からは好評をいただいているところです。 

さて、本日は、本町の今年度からの新しい事業につきまして、私から１点、お話さ

せていただきます。詳細はこの後担当から説明がありますが、これまでの図書館協議

会の席で、委員の皆様から御提案いただいた点を具体的に取り入れる一環として、「し

かけ絵本の充実」を図ります。 

まちの将来を担う子ども達に、幼いうちから本に興味を持ってもらい、豊かな想像

力や感受性、知的好奇心を育んでもらうとともに、本町ならではの絵本の世界を構築

するものです。具体的には、飛び出す絵本や大型絵本、色々な国の絵本など、手に取

って楽しめる「しかけ絵本」を数多く充実させるもので、東郷町を「特色のある絵本

のあふれるまち」として魅力を発信していく事業です。 

  本日はこれからの図書館運営について、それぞれの立場から忌憚のないご意見をい

ただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

２ 委嘱状交付・自己紹介 

 

３ 委員長及び副委員長の選任 

  委員長：加藤正春 

  副委員長：福嶋智子 

 

４ 議題 

⑴ 令和４年度 図書館事業実績報告について 

※ 副館長より、会議資料１に基づき説明。 

  ・開館状況及び利用状況について 

  ・読書推進事業について 

  ・資料整備及び点検等について 

※ 生涯学習課より説明 

・図書の寄付について 



 

 

・寄附による図書の購入について 

・学習室の改修について 

 

【質疑等】 

   委 員 学校代表として出席しているので、小中学生の来館者数が知りたい。 

   図書館 現在のシステムでは、貸し出したカードの世代別の集計をすることはで 

      きますが、来館した年代別の集計ができるようにはなっていません。 

   委員長 ターゲットをどこに絞るかを考えると、世代別来館者の割合を把握して

おくと、これからの図書館運営に参考になると思います。 

   事務局 来館者のデータも大切な着眼点であるので、検討します。 

   委 員 学習室の改修は、子どもたちにとっていい情報です。子どもたち向けに

積極的に情報を発信してほしい。 

   事務局 ＨＰやＳＮＳ、学校でのポスター掲示など、情報を発信します。 

   委 員 ３年間所在が不明の本は除籍すると説明があったが、毎年何冊ほど除籍

しますか。また、学校図書室では、いまだに手書きの貸出カードを使って

いる。図書館と連携し、バーコードを使って貸出手続ができるようになら

ないか。  

   図書館 不明本として除籍対象となる本は、今年度はありません。学校司書教諭

補助の方と図書館スタッフの意見交換会はありました。現在はコロナで途

絶えている状況です。 

   事務局 バーコード管理と図書館とのシステム連携については、学校教育課と相

談します。学校、図書館協議会からのご意見としていただき、子どもたち

の読書環境の整備に向けて努めます。 

     

※ 令和４年度 図書館事業実績報告については、承認されました。 

 

⑵ 令和５年度 図書館の運営について 

  ※ 副館長より、会議資料２に基づき説明。 

    ・管理体制について 

    ・運営方針について 

    ・主な取り組みについて 

※ 生涯学習課より説明 

・しかけ絵本の充実について 

 

  【質疑等】 

  委 員 「小規模図書館だからこそできること」というコンセプトのもと、いま

取り組んでいることがすべて子ども向けだと感じた。子どもや子育て世代



 

 

以外を対象にした企画はありますか。 

  図書館 大活字本に買換えたり、館内や町民会館１階ロビー展示で、大人向け図

書の紹介をしています。 

  委 員 図書館開館時間を延長してほしい。 

  図書館 ６月から８月までの金曜日は 19 時まで開館しています。町民会館自体が

17 時閉館の曜日もあり、毎日延長することは難しい。 

  委員長 年間を通して、開館時間の延長ができるよう検討してください。 

  事務局 検討します。 

  委 員 しかけ絵本を小さな子供が手に取った時、壊してしまわないか心配。し

かけ絵本の取り扱いについて説明する機会があるとよい。 

  図書館 町内の小学校２年生が施設見学に来る機会があるので、その時に説明で

きるよう検討します。中学校ではイベントへ図書館のブース出展すること

があり、図書館司書が出向き、本の修理を体験する機会があるので、説明

したい。 

  委員長 しかけ絵本はきっかけづくりとしていいアイデアだと思う。成果を上げ

るためには、町内の保育園、幼稚園など横の連携も使っていくと一層効果

があると思います。 

 

  ※令和５年度 図書館の運営については、承認されました。 

 

５ その他 

  図書館についてのご意見（議事以外) 

  委 員 外国人や高齢者など、どんな集団にも公平、平等に足を運べる図書館にな

ればと思います。 

 

  委 員 図書館がいろいろ工夫を凝らした企画を実施してくれていることがよくわ

かった。ＨＰやＳＮＳを使った情報の提供は、子どもの目にとまらないので、

司書教諭と連携ができると、子どもへ伝わりやすいのかなと考えます。 

 

  委 員 図書館はよく子どもと利用するので、時間の延長があるといい。しかけ絵

本について、親としては、「壊れないようにして」と言ってしまいそうです

が、これをいってしまうと、きっかけづくりの趣旨に反してしまう。子ども

は親以外の大人から教わったことはよく聞くので、しかけ絵本の扱い方を教

えてくれる機会を設けてほしい。 

 

  委 員 児童館では、夏休みなど巡回バスに乗車して図書館を訪問します。子ども

たちが図書館へ行きたくなるしかけが大切で、子どもが図書館へ行けば、大



 

 

人も取り込むことになり、広がっていくと思います。 

 

  委 員 諸輪は図書館まで遠い。学校の図書館で本を借りてくるが、物足りないよ

うです。図書館と連携して新しい本が入ってくるといいと思います。 

 


